
魅力ある都市景観の形成について 
主旨 

横浜市が目指すＩＲの姿を発信する「横浜ＩＲ（統合型リゾート）の方向性」において、都市デザイン・景観形成について

記載するとともに、市が事業者に求める事項を「横浜 IR 景観デザインノート」としてとりまとめ、実施方針・公募要項に添付しま

す。この内容についてご審議をお願いします。 

 
１ 具体的な進め方 

 
ＩＲ推進事業では、横浜が目指すＩＲの姿を「横浜ＩＲ（統合型リゾート）の方向性」（以下、「方向性」）として取りまと

め、市民意見募集を行い、実施方針を策定した上で、事業者を公募することとしています。 

このうち景観に関する考え方については、方向性で都市デザイン・景観形成に関する４つのコンセプトを記載するとともに、さらに

詳細に事業者に提示するものを「横浜ＩＲ景観デザインノート」（以下、「景観デザインノート」）としてまとめ、実施方針・公募要

項に添付します。この内容についてご意見をいただきます。－① 

さらに、事業者を選定した後、市と事業者で策定する区域整備計画案についてご意見をいただきます。－② 

今後のスケジュール（想定） 

 
※ 区域整備計画：横浜市と選定した事業者が共同して、IR施設の具体的な規模及び機能、IR事業の具体的な計画、

IR区域の周辺地域の開発並びに整備などを定めた計画。国へ申請し認定を受ける。 

２ 「方向性」と「景観デザインノート」の位置づけ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 山下ふ頭における都市景観の考え方 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※  

都心臨海部再生マスタープラン 
 
港からの眺望などを意識し、後背の丘・斜面
緑地や周辺建物のスカイラインと調和した水
際線の良好な景観を創造し、世界有数の
「美港」としてふさわしい景観形成を進める 

山下ふ頭開発基本計画 
「賑わいと活力」「憩いと安らぎ」を
兼ね備えた新たな横浜の顔となる
景観の形成 

■ 横浜でこれまで行われてきた景観誘導・まちなみ形成の歴史・コンセプトを整理、提示することで、事業者自身に   
「横浜らしさ」とは何かを考えさせ、「横浜」との関わり、ストーリーを IR施設提案時に求める。 

■ 山下ふ頭開発基本計画の方針に示す【視点場】【緑の軸線】【夜間景観】等への配慮を求める。 

「新たな顔」と「これまでのまちなみを踏まえること」の両立 

資料１ 

（主な記載事項） 
１ 横浜ＩＲ実現への取組の背景 
２ 横浜ＩＲの方向性 
・ 基本コンセプト 
・ 必要な機能・施設 
・ 都市デザイン・景観形成（４つのコンセプト） 
・ スマートシティ・環境・防災 
・ スマートな交通環境の構築 
・ 観光・経済 
・ 依存症対策 
・ 治安対策などの懸念事項 
４ ＩＲ実現による効果 
・ 観光の振興 
・ 地域経済の振興 
５ 地域の理解促進・合意形成に向けた取組 
６ スケジュール 

   

実施方針 
・ＩＲ整備法第 6
条に基づき、実施
条件などを定めた方
針 
・実施方針に即して
事業者を選定 

   

「方向性」 
・横浜が目指すＩ
Ｒの姿の方向性を
市民・事業者に向
けて示す 
・市民意見等も踏
まえ策定 

反映 

事業者に提示 

美しい港の景観形成構想 
 

目標像： 
世界に誇る「美港」横浜 

   

「景観デザインノート」 
・施設提案の際に事
業者が考えるべき事項
や視点をとりまとめて提
示 
・実施方針・募集要
項の別紙 

（主な記載事項） 
１ ４つのコンセプト（再掲） 
２ 山下ふ頭の位置づけと背景となる

取組 
・ 上位計画 
・ 地区特性 
・ なりたち 
３ コンセプトを実現するためのアイデア 



横浜ＩＲ
景観デザインノート
～横浜市の考える創造的な景観形成～

資料２

（案）



はじめに ～『横浜ＩＲ』の方向性と景観デザインノートの位置づけ～

≪山下ふ頭の目指す姿≫
横浜やインナーハーバーの地区特性や歴史、これまでのまちづくりの取組を十分に踏まえつつ、

山下ふ頭では、21世紀を象徴するような、
新しい横浜の都市デザイン・景観づくりに挑戦します。

目次

はじめに～『横浜ＩＲ』の方向性と景観デザインノートの位置づけ～

１ 山下ふ頭における都市デザインと景観形成の方向性

２ 山下ふ頭の位置づけと背景となる取組み

(1) 上位計画

(2) 山下ふ頭の景観形成上の地区特性

(3) 山下ふ頭のなりたち

３ コンセプトを具現化するためのアイデア

(1) アイデアの視点・要素

(2) コンセプトを具現化するためのアイデア

１

２

6

7

11

13

16

17

18

1859年の開港を機に、海外諸国との交易の中心となった横浜は、世界中から集まる人・モノ・情報・文化であふ

れ、文明開化の名の元に、近代日本の成長をけん引する国際的な港湾都市として、目覚ましい発展を遂げてきまし

た。その後の震災や戦災、東京一極集中の人口急増など横浜の5重苦と言われた困難な状況においても、個性ある

自立都市を目指す熱意と気概を持ち、六大事業に着手し、みなとみらい21地区をはじめとする事業を着実に進め、

人口374万人、最大の基礎自治体として、日本有数の経済都市に成長してきました。

今後、横浜においても人口減少、超高齢社会等、様々な社会経済情勢の変化が見込まれます。そうした中でも、

市民が生き生きと暮らし、魅力と活力あふれる都市であり続けるため、横浜は今ある「横浜らしさ」に誇りを持ち

ながら、新しい文化を迎え入れ、将来を見据えた新たな「横浜らしさ」の創造に向けてチャレンジする必要があり

ます。

現在、横浜は開港からの異国情緒の残る山下公園、元町、中華街や、若者に人気のみなとみらい２１地区など、

日本有数の観光地として多くの人で賑わっています。また、パシフィコ横浜では、多くの国際会議などが開かれ、

「グローバルMICE都市」としての地位を築いてきました。

【基本コンセプト】

『横浜IR 』では、世界水準のMICE施設、ホテル、エンターテイメントや最先端のテクノロジー(技術)を駆使し

た未来の街を、これまで築き上げてきた都心臨海部の街の魅力や資源と一体的に整備し、融合していくことで、相

乗効果を最大限に発揮するとともに、新たな魅力・資源をハイブリッド (混成）に創造し、横浜の観光･経済にイ

ノベーション(革新) をもたらしていきます。そして、横浜都心臨海部がこれからも、横浜市民の憩いの場であると

ともに、世界各国の人々が、日本に行ってみよう！日本に行くなら横浜に行ってみよう！そう思ってもらえる “横

浜イノベーションＩＲ”を目指していきます。

【景観デザインノートの位置づけ】

この景観デザインノートは、『横浜ＩＲの方向性』における「都市デザイン・景観形成」について、上位計画や地

区特性、歴史、これまでのまちづくりの取組を十分に踏まえつつ、事業提案者とともに２１世紀を象徴するような新

しい横浜の都市デザイン・景観づくりに挑戦していくためのものになります。
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山下ふ頭における
都市デザインと景観形成

の方向性
～『横浜IR（統合型リゾート）の方向性』より～



視点
１

観光・ＭＩＣＥを
中心とした魅力的
な賑わいの創出

【方針１】国内外から多くの人を呼び込む賑わいの創出
【方針２】地区内外の移動を支える交通ネットワークの形成
【方針３】快適で回遊性のある歩行者動線の確保

視点
２

親水性豊かな
ウオーターフロントの
創出

【方針４】水と緑を身近に感じる空間づくり
【方針５】港町の魅力を高める景観形成

視点
３

環境に配慮した
スマートエリアの
創出

【方針６】環境に配慮したまちづくり
【方針７】高い防災・安全性をもつまちづくり
【方針８】わかりやすく利便性の高い魅力あるまちづくり

横浜市山下ふ頭開発基本計画

横浜市都心臨海部再生マスタープラン

◆目指す都市像

◆３つの基本戦略

①次の時代の横浜の活力をけん引
するビジネス・産業づくり

②豊かな想像力・市民力が息づく
横浜スタイルの暮らしづくり

③個性豊かなまちの魅力をつなぎ
港と共に発展する都心づくり

◆５つの施策

①世界中の人々を惹き付ける空間・拠点の形成
（都市デザインによる創造性豊かな空間づくり）

②まちを楽しむ多彩な交通の充実

③世界を先導するスマートな環境の創出

④災害に強い都心臨海部の実現

⑤都市活動の担い手が活躍する仕組み･体制の充実

内港地域の
景観形成
4つの視点

美しい港の景観形成構想

①リング状の港の構造を生かした景観の形成

②誰もが美しさを感じる景観の形成

③横浜の港らしい特徴的な景観の形成

④人々の生活・活動による賑わい景観の形成

インナーハーバーに位置
し、既成市街地と
隣接した広大な区域

ハーバーリゾートの形成
～世界が注目し、横浜が目的地となる都心臨海部にふさわしい新たな魅力創出～

◆３つの視点と８つの基本計画方針

１ 山下ふ頭における都市デザインと景観形成の方向性

～『横浜IR（統合型リゾート）の方向性』より～

P９

P７

P10

横浜、さらには日本の
玄関口としての山下ふ頭

異なる景観的特徴を持つ
シーンに囲まれている
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都市デザイン・景観形成に係る上位計画

P11山下ふ頭の地区特性



■４つのコンセプト

山下ふ頭は、横浜の都心臨海部に残された唯一大規模開発の可能な土地です。そのことを最大限活かし、

世界最高水準のＩＲとして、幅広い客層が楽しめる非日常的で印象的な空間を有し、また、これまで横浜の

都心臨海部で築き上げた、市民に親しまれるウォーターフロントエリアの一部にもなる、「横浜イノベー

ションＩＲ」を形成します。

横浜のそれぞれの時代を代表する景観に敬意を払いつつ、山下ふ頭を核としてインナーハーバー全体が都

市としての魅力をさらに高める、２１世紀を象徴するような新しい横浜の都市デザイン・景観づくりに挑戦

します。その実現のためのコンセプトを掲げます。

１．長く愛され、何度も訪れたくなる都市・横浜をつくる

山下ふ頭に多くの人が訪れ、何度も訪れたくなる横浜を実現します。

山下ふ頭の建造物や空間、それらにより形成される景観は、いたずらに刺激的なものではなく、機能

性と普遍的な美しさを兼ね備え、長期的にその価値を持ち続けるものを目指します。

また、山下ふ頭の開発は短期間に一体的に行われますが、一過性のものではなく、常に新たな価値を

生み出す取組を継続し、長期的に価値を持続・向上しつづけるものとしていきます。

２．インナーハーバーの一員として、横浜の都市づくりの新たな１ページをつくる

インナーハーバーでは、関内地区や山手地区、みなとみらい２１地区など、各地区、各時代の景観的

特徴を維持・創出してきました。これらの地区が、景観的な個性の発揮と調和のバランスをとりなが

らリング状につながっているのが、インナーハーバーの大きな特徴となっています。

山下ふ頭に生み出される景観は、インナーハーバーに加わる新たな都市づくりの１ページとして、地

域全体の景観と調和しつつ、同時に、山下ふ頭が個性を発揮し、対比するこれまでの街並みをひきた

てることで、都心臨海部の魅力を形成します。

３．山下ふ頭だからできる景観体験の創造

山下ふ頭は、一体開発により広大な土地を一貫性のあるトータルデザインできることに大きな特徴と

可能性があります。エリアを回遊しながら体験する景観は、多様なストーリー性があるものでなくて

はなりません。

既存の都市構造の枠組みにとらわれない、横浜の景観を楽しむ新たな視点場、多様な水域を活用した

アクティビティなど多彩な体験の場の創出が可能です。ここに生まれる施設によって提供される横浜

の新しい見え方、切り取り方は既存の横浜の景観的価値を更に向上するだけでなく、山下ふ頭自体に

これまでにない体験をもたらします。

４．世界に“横浜を魅せる”これからの都市デザイン

都市・建築のデザインは、機能や人々の活動と切り離して考えることはできません。

横浜市では、ＳＤＧｓ未来都市、観光・ＭＩＣＥ都市、文化芸術創造都市、イノベーション都市・横

浜、ガーデンシティ横浜といった、未来のための政策やプロジェクトを進め、また、様々な主体によ

り様々な活動を行っています。山下ふ頭ではこれからの横浜を代表する景観として、これらの施策・

活動と方向性を共にして、それを象徴的に体現するものであることが求められます。

象徴的な“魅せる” 環境配慮や、横浜に集積するクリエイティビティの発露など、横浜のショーケース

としての独自性ある景観づくりや市民生活を豊かにするための、これまでに無い新たなウォーターフ

ロントでの体験を享受すること等が更に進化した「横浜らしさ」につながります。
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横浜やインナーハーバーの地区特性や歴史、これまでのまちづくりの取組を十分踏まえつつ、

山下ふ頭では、21世紀を象徴するような、
新しい横浜の都市デザイン・景観づくりに挑戦します。





山下ふ頭の位置づけと
背景となる取組み



２ 山下ふ頭の位置づけと背景となる取組み

(1) 上位計画

【都心臨海部 位置図】

開港の歴史が残る地区
ですが、近年、業務・
商業機能が相対的に低
下しており、課題解決
に向けたまちづくりが
進められています。

関内・関外地区

横浜の自立性の強化
等を目的に整備され
た新しい街であり、
業務・商業機能、
MICE拠点等が立地し、
多くの人々が訪れて
います。

みなとみらい21地区

日本有数のターミナル
駅である横浜駅を中心
とする地区であり、国
際都市の玄関口にふさ
わしいまちづくりを進
めています。

横浜駅周辺地区

神奈川台場の遺構や、
横浜市中央卸売市場
が立地しており、現
在は、駅周辺の再開
発や面整備の検討が
進められています。

東神奈川臨海部周辺地区

横浜市都心臨海部再生マスタープラン
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1859年の開港以来、都心臨海部は横浜の中心部として発展してきました。昭和40年（1965年）には、横浜

の骨格を築く「横浜の都市づくり将来計画の構想（六大事業※）」を発表し、都心部強化事業として、みなと

みらい２１地区の造成に着手し、現在の都心臨海部を形成してきました。

「横浜の都市づくり将来計画の構想」発表より約50年が経過し、人口減少・超高齢社会の到来による都市

の活力低下、人・企業がより優れた活動・生活場所を「選ぶ」時代の到来、市民の価値観やライフスタイル

の更なる多様化といった社会状況の変化が想定され、横浜のまちづくりとしての対応が求められていました。

また、平成２２年（２０１０年）には、横浜市インナーハーバー検討委員会から、都心臨海部・インナー

ハーバーにおけるまちづくりの方向性が提言されました。

※六大事業：都心部強化事業、金沢地先埋立
事業、港北ニュータウン建設事
業、高速鉄道（地下鉄）建設事
業、高速道路網建設事業、横浜
港ベイブリッジ建設事業の６事
業

将来の社会状況の変化に対応し、将来

にわたり輝き続け、魅力にあふれた“世

界都市”の顔としての都心臨海部を形成

するため、横浜駅周辺地区、みなとみら

い21地区、関内・関外地区、山下ふ頭

周辺地区、東神奈川臨海部周辺地区の5

地区を対象とした「都心臨海部再生マス

タープラン」を平成27年2月に策定しま

した。

「世界が注目し、横浜が目的地となる

新しい都心」を将来像として掲げ、この

実現に向け、「３つの基本戦略」と、そ

れに基づく「５つの施策」に取り組むこ

ととしています。
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世界から人々を惹きつける街の資源

港町横浜の
歴史・文化
街中には当時の面影を色濃く残す歴史的建造物や土木産業遺構が多く残り、まちづくり
の中で保存・活用されています。また、異国情緒あふれる街並みや飲食店があり、開港
の地ならではの国際的な雰囲気が感じられます。

都市空間
水際線を開放し、公園や緑地、パブリックスペース等の整備を積極的に行っています。
これまで、地域の魅力と個性を生かした都市デザインの取組が展開され、美しさや楽し
さが感じられる環境豊かな都市空間が形成されています。

都心機能
国際的な企業が立地する業務拠点や広域的な商業拠点、大規模コンベンション施設など
横浜経済をけん引する都心機能が集積しています。また、都市型住宅やスポーツ施設、
個性豊かな界隈など都市に必要な機能が揃っています。

賑わい・市民活動
まちに誇りや愛着をもち、地域が主体的にまちづくりに
取り組む風土が培われています。魅力的で賑わいのある
商店街や、年間を通じて様々なイベントが開催される、
活気あふれる街がつくられています。



都心臨海部を、今後も横浜の成長をけん引し、世界都市・横浜の顔として輝き続けるエリアとするため、平

成27年9月に策定しました。都心臨海部及び横浜港における役割・機能分担を前提に、山下ふ頭の持つ大規模な

開発空間や静穏な水域などの立地特性を生かし、観光・ＭＩＣＥ機能を中心とした、これまでの横浜にはな

かった、新たな賑わい拠点となる「ハーバーリゾートの形成」を目指し、３つの視点と、それに基づく８つの

基本方針を定めています。

目指す都市像：ハーバーリゾートの形成

～世界が注目し、横浜が目的地となる都心臨海部にふさわしい新たな魅力創出～

３つの視点と８つの基本方針

【視点１】
観光・ＭＩＣＥを中心とした魅力的な
賑わいの創出

【方針１】国内外から多くの人を呼び込む賑わいの創出

【方針２】地区内外の移動を支える交通ネットワークの形成

【方針３】快適で回遊性のある歩行者動線の確保

【視点２】
親水性豊かなウオーターフロントの創出

【方針４】水と緑を身近に感じる空間づくり

【方針５】港町の魅力を高める景観形成

【視点３】
環境に配慮したスマートエリアの創出

【方針６】環境に配慮したまちづくり

【方針７】高い防災・安全性をもつまちづくり

【方針８】わかりやすく利便性の高い魅力あるまちづくり

横浜市山下ふ頭開発基本計画

視点場➀ 山下公園

視点場⑤
港の見える丘
公園
（俯瞰眺望）

５つの視点場

１

２
３

４

５

視点場④
マリンタワー
（俯瞰眺望）

視点場② 大さん橋

視点場③ 横浜ベイブリッジ（海上）

山下ふ頭周辺には、様々な

建築物や構造物、緑地や港の

風景を望む眺望点があます。

特に、山下公園や大さん橋、

横浜ベイブリッジなどの各視

点場から山下ふ頭への眺望は、

今後重要な景観要素となりま

す。
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①リング状の港の構造を生かした景観の形成

②誰もが美しさを感じる景観の形成

③横浜の港らしい特徴的な景観の形成

④人々の生活・活動による賑わい景観の形成

本構想は、「美しい港」をテーマに、横浜市が内港地域の景観形成を行っていくうえでの目標像や方針をとり

まとめたものです。今後、新たに土地利用の転換などが行われる際の景観面からの配慮や、現在の取組効果や

課題の検証などを行う際に、「美港」を形成するための基本的なツールとして活用していきます。

目標像：世界に誇る「美港」横浜

内港地域の景観形成4つの視点

美しい港の景観形成構想

■コラム➀：山手地区のなりたちと取組

【山手地区のなりたち】

安政6年（1859）の開港以降、外国人居留地として国際色豊かな街並みが形成されま

したが、大正12年（1923）に発生した関東大震災により、ほとんどの建物は倒壊してし

まいました。このため、現存する西洋館は、そのほとんどが震災以降に建てられたもの

となります。また、明治期に開校したミッションスクールを始めとして、幼稚園から大

学まで数多くの教育機関が立地しており、文教地区としての側面も持ち合わせています。

第２次世界大戦による被害は比較的小さく済みましたが、昭和40年代後半の接収解除

後、当時は建物に対する規制も少なかったため無秩序な住宅開発が行われ、マンション

建設ブームにより、山手においても高層住宅の建設が相次ぎ、昭和47年（1972）に山手

町をはじめとして近隣の元町、石川町、新山下などを含む地区を対象に、「山手地区景

観風致保全要綱」を策定し、景観保全を図ってきました。
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【山手地区のまちづくりの取組】

山手地区景観風致保全要綱の運用と合わせて、街づくり協議指針、地区計画等の地区

別の制度も導入しながら、地区の特性を生かしたまちづくりを行ってきました。また、

地元が主体となって、よりきめ細かいまちづくり協定を定め、行政と連携してまちづく

りを行っています。さらに、平成16年（2004）の景観法制定を受け、これまでの協議型

のまちづくりを継承し今後もより良い景観形成を図っていくため、「景観計画」と「都

市景観協議地区」を定め、それを補完する「山手地区都市景観形成ガイドライン（以下

「ガイドライン」）」を定め、山手地区の街並みをさらに魅力的なものとし、国際色豊

かな特色を発信するまちづくりを行っています。これらの取組により、緑豊かで閑静な

異国情緒あふれる住宅・文教地区として多くの人々に親しまれています。

【山手地区の眺望】

眺望景観を地区の重要な景観資源として保全し、魅力ある景

観形成を図るため、景観計画及び都市景観協議地区において、

視点場を定め、ガイドラインに、視点場から眺望対象への見

通しを阻害したいための工夫や配慮事項（図１）をまとめて

います。また、景観計画では、港の見える丘公園やイタリア山

庭園などの視点場からの眺望を阻害しないように、建築物の最

高高さも定めています。（図２）

図２ 港の見える丘公園から新山下地区方向の眺望の断面の例

視点場からの眺望例（港の見える丘公園から新山下地区方向の眺望）

図１ 視点場からの眺望に配慮した工夫



２ 山下ふ頭の位置づけと背景となる取組み

(2) 山下ふ頭の景観形成上の地区特性

豊かな水・緑と歴史的建造物や先進的なまちづくりが織りなす景観は、横浜の特徴かつ最大の魅力であり、

「横浜らしさ」の重要な要素となっています。とりわけ、都心臨海部と横浜ベイブリッジに囲まれた内港地域

（インナーハーバー）は「港町ヨコハマ」の象徴であり、原点であるといえます。

山下ふ頭の開発では、地区の特性や歴史、これまでのまちづくりの経緯を十分に踏まえつつ行うこととして

います。そこでまず、山下ふ頭の地理的な特徴や景観形成上の位置付けを整理します。

■インナーハーバーに位置し、既成市街地と隣接した広大な区域

・山下ふ頭は、横浜ベイブリッジより内側のインナーハーバーに位置し、東神奈川臨海部周辺地区、横浜駅周

辺地区、みなとみらい２１地区及び関内・関外地区とともに、都心臨海部を形成しています。

・山下ふ頭は、既成市街地と隣接した位置に約４７ｈａという広大な土地を有する都心臨海部の拠点の一つで

あり、横浜市民にとって貴重な場所です。これまで築き上げてきた街並みや美しい港の風景を活かした一体

的な景観を創り上げるとともに、地続きで接する横浜を代表する観光地である山下公園、中華街、港の見え

る丘公園などと一体となった豊かな緑地空間の形成、水際線の連続した緑地・プロムナードの確保や水域利

用を行うことで、既存の都心臨海部の各機能が有機的に融合し、魅力的なエリアを形成することができます。
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■異なる景観的特徴を持つシーンに囲まれている

・山下公園からみなとみらい２１地区に続く景観、横浜ベイブリッジや海の景観、山手地区、関内や中華街な

どの既成市街地といった、異なる景観的特徴のある地区に囲まれています。

・各地区に点在する視点場からの山下ふ頭への眺望は、今後重要な景観要素となります。

・山下ふ頭は半島状に海に突出し、３方性格の異なる海に囲まれており、この特徴を生かした水辺空間やプロ

ムナード等の歩行者空間を設けることで、魅力的な空間が形成されます。

■横浜、さらには日本の玄関口としての山下ふ頭

・山下ふ頭はインナーハーバーの入口に位置し、横浜ベイブリッジを走る車や横浜ベイブリッジをくぐりなが

ら入港する客船から見える都心臨海部の景観上、重要な位置にあります。また、山下ふ頭の基部は、関内・

関外地区との結節点であり、都心臨海部における回遊性向上につながる重要な位置となっています。

・最寄りの横浜高速鉄道「元町・中華街駅」まで徒歩約５分、首都高速道路にも近く、羽田空港など各方面か

ら高いアクセス性を有しています。市内はもとより、日本各地への送客機能を整備することで、横浜だけで

なく、日本の玄関口としての機能を担うことができます。

・既存の岸壁を活用し、新たな水上交通発着拠点の整備や、河川を含めた新たなアクセスルートを形成するこ

とで、観光資源としても魅力的な水上交通ネットワークの強化・拡充を図ることができます。
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➀山下公園からみなとみらい２１地区に続く景観 ②横浜ベイブリッジや海の景観

４
３

１ ２

③山手地区

④既成市街地



２ 山下ふ頭の位置づけと背景となる取組み

(3) 山下ふ頭のなりたち

■コラム②：６大事業～前向きの都市づくり～

昭和40年、横浜市は戦災とその後の接収による復興

の遅れ、高度経済成長期の乱開発などによる「五大戦

争」と称された都市問題を解決し、横浜の都市構造を

長期的に変革する戦略的事業として「都心部強化事

業」「金沢地先埋立事業」「港北ニュータウン建設事

業」「高速鉄道建設事業」「高速道路網建設計画」

「横浜ベイブリッジ建設事業」の６つのプロジェクト

を発表し、自立性と独自性の高い都市を目指しました。

これがいわゆる６大事業です。６つのプロジェクトは

『それぞれ互いに関連をもち、補い合い、刺激しあい

ながら横浜市の将来の骨格となる』ことを目標として

います。

※五大戦争：ごみ問題、道路交通の麻痺、環境破壊、

水資源、公共用地の不足

1950
Ｓ25

1960
Ｓ35

1970
Ｓ45

1990
Ｈ2

1980
Ｓ55

S28(1953)

提供 国土地理院

【昭和31年】 【昭和36年】 【昭和38年】

S37(1962)

着工

山下ふ頭は、横浜港の機能強化のため昭和28年から埋立を開始し、段階

的に拡張しながら、昭和38年に基本施設が完成、現在の突堤3本・10バー

スの姿となりました。昭和40年には臨港線の敷設とともに山下埠頭駅が置

かれるなど、昭和30～40年代の高度経済成長期から横浜港を支える主力ふ

頭として長らくその役割を果たしてきました。

完成から50年以上経過し、施設の老朽化やコンテナ化などの物流環境の

変化に伴い、その果たすべき役割を見直す時期に来ていたことから、「横

浜市中期４か年計画2014～2017」や「横浜市都心臨海部再生マスタープラ

ン」及び「横浜港港湾計画の改訂」を踏まえ、平成27年に「ハーバーリ

ゾートの形成」を目指す「横浜市山下ふ頭開発基本計画」を策定し、再開

発の方向性を定めました。また、既存の物流機能については、移転を契機

として倉庫等の高機能化を促進し、「ミナトの質的転換」を図っています。

完成

臨港線施設

S40(1965)
臨港線廃線

S61(1986)

S44(1969)
本牧ふ頭完成

S52(1977)
大黒ふ頭完成

H元(1989)

横浜ベイブ
リッジ完成

昭和38年頃の山下ふ頭の様子

港の見える丘公園

S36(1961)

・マリンタワー
・氷川丸が山下公園前に係留

S47(1972)
山手景観風致保全要綱 S63(1988)

歴史を生かした
まちづくり要綱

S63(1988)

みなと色彩計画

S38(1963)

【昭和24年】

S40(1965)

・６大事業
・都市美対策審議会設置
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■コラム③：歴史を生かしたまちづくり

横浜には、開港以来の近代建築や西洋館、土木遺産が残さ

れています。また、郊外部には農村の風情を伝える古民家や

社寺が残されています。これらの歴史的資産を再評価し、街

づくりの資源として位置付け、その保全と活用を積極的に

図っていくため、昭和63年に「歴史を生かしたまちづくり要

綱」を施行しました。所有者の協力を得て、主に建築物の外

観を保全しながら活用を図ることを目的としており、要綱に

基づいて「登録」「認定」を進めています。



2020
R2

1990
Ｈ2

2000
Ｈ12

2010
Ｈ22

・横浜市都心臨海
部再生マスター
プラン

・横浜市山下ふ頭開
発基本計画

・横浜都市デザイン
ビジョン

H27(2015)

横浜市景観ビジョン
H18(2006) 美しい港の景

観形成構想

H26(2014)

H4(1992)
ランドマークタワー

H9(1997)
クイーンズスクエア

H3(1991)

・パシフィコ横浜

・インターコンチネンタルホテル

・大さん橋国際客船ターミナル

・赤レンガ倉庫・パーク

・山下臨港線プロムナード
H14(2002)

H21(2009)
象の鼻パーク

H16(2004)

横浜高速鉄道みな
とみらい線開通

H30(2018)

横浜市SDGs
未来都市計画

H18(2006)

横浜市魅力ある都市景観
の創造に関する条例

H28(2016)

氷川丸国重要
文化財指定

R2(2020)
ホテルシップ・
暫定利用

■コラム⑦：創造的協議
横浜市の景観は、長く都市デ

ザインの手法の一つとして取り

組まれてきたことから、創造的

協議を大きな特徴としています。

創造的協議とは景観を単なる基

準によるネガティブチェックで

ジャッジするのではなく、横浜

やそのエリア、実際の敷地など

の諸条件を鑑みながら、実際の

事業とも方向性を擦り合わせ、

アイディアを共につくっていく

手法で、横浜らしさをつくる基

本になっています。

■コラム⑧：インナーハーバー

整備構想／アーバンリング展
インナーハーバー整備構想とは、

開港150周年をきっかけに大学連携

コンソーシアムから横浜市に提案

された、インナーハーバー地区

（横浜港の中心で横浜ベイブリッ

ジより内側のエリア）の開港200年

の横浜を描いた計画。平成4年の

アーバンリング展がその元となっ

ています。コンソーシアムから受

けた構想はその要素が都心臨海部

マスタープランにもまとめられて

います。

最近の状況 令和2年1月

■コラム④：山下臨港線プロムナード

平成９年に、桜木町方面とみなとみらい２１新港

地区を結ぶ臨港線跡地が散策路「汽車道」として

整備されたことにあわせ、昭和６１年まで貨物線

として運行していた山下臨港線の高架橋跡を再活

用し、平成１４年に、新港地区の新港橋梁から山

下公園まで、港を眺めながら散策を楽しめる「山

下臨港線プロムナード」がオープンしました。

インナーハー
バー整備構想

H22(2010)

■コラム⑤：東京2020オリンピック大

会期間中にホテルシップを実施

横浜市は、ホテルシップの実現に向け、

平成29年に国家戦略特区制度による規制緩

和の提案を行い、平成30年５月に旅館業法

に関する規制緩和の通知が発出され、具体

的な取組を進めてきました。これを受けて、

(株)JTBが、大会期間中の7月23日から8月10

日において、プリンセス・クルーズの客船

「サン・プリンセス」による、山下ふ頭で

のホテルシップを実施します。

係留されたクルーズ船をホテルとして活

用することで、特色ある宿泊施設として新

たな観光需要を創出します。
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■コラム⑥：みなとみらい地区の調和と対比

みなとみらい２１中央地区の街は海に囲まれ、大さん

橋や船上など、様々な場所から街全体の姿を見渡すことが

可能なことから、建物一つ一つだけでなく、都市として一

体的に美しく見えるように山側から海側へと緩やかに下が

るスカイラインを設定しています。色も白色系に統一され

た高層ビル群であるスカイラインと、歴史ある赤レンガ倉

庫に合わせて茶系で低層に抑えられた新港地区はコントラ

ストを成し、お互いの魅力を高めるように計画されていま

す。

また、埋立てによって新たにつくられたみなとみらいの

海岸線は、横浜港の象徴である横浜ベイブリッジを焦点と

する弧を描いています。６大事業はこのように細部のデザ

インも互いにリンクさせて計画されています。





コンセプトを具現化
するためのアイデア



横浜やインナーハーバーの地区特性や歴史、これまでのまちづくりの取組を十分踏まえつつ、

山下ふ頭では、２１世紀を象徴するような、
新しい横浜の都市デザイン・景観づくりに挑戦します。

地区特性上位計画

この章では、『横浜イノベーションＩＲ』の実現に向けた景観形成上の４つのコンセプトについて、それぞれ
の視点、キーワードとなる要素をもとに、具現化するアイデアを示します。

３ コンセプトを具現化するためのアイデア

(1) アイデアの視点・要素

４つのコンセプトを具現化するための

４つのコンセプト

１．長く愛され、何度も訪れたくなる都市・横浜をつくる

２．インナーハーバーの一員として、横浜の都市づくりの新たな１ページをつくる

３．山下ふ頭だからできる景観体験の創造

４．世界に”横浜を魅せる”これからの都市デザイン

横浜市山下ふ頭

開発基本計画

横浜市都心臨海部

再生マスタープラン

美しい港の

景観形成構想

景観形成上の

地区特性

・環境/緑化/水辺

・横浜らしさ/山下らしさ/ふ頭らしさ/歴史

・交通/回遊性

要素
・都市的、ランドスケープ的な視点

・建築のあり方

・アイレベル/パブリックスペース

視点
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「アイデア」はコンセプトの実現に向け、景観形成の考え方、イメージを伝えるために、これま

での横浜での取組みや、類似する先行事例を列挙するものです。

『横浜イノベーションＩＲ』には、単なる模倣や組合せではなく、そのアイデアの背景にある

視点や要素を熟考し、考え方を昇華させ、これまでにないもの生み出すことで、新しい「横浜ら

しさ」を創出することが必要です。



アイデア② インナーハーバーの玄関口として、みなとみらい中央地区とあわせてゲート性を持つ
都市像を形成する

アイデア➀ 短期的に刺激的なものではなく、長期的に価値を持ち続けるよう、機能性、普遍性と
結びついた意味のあるデザイン

アイデア③ 超高層は、リズムや統一された素材、デザインコード、群景など、遠景・中景の見え方、
あり方を考える

コンセプト１ 長く愛され、何度も訪れたくなる都市・横浜をつくる

山下ふ頭に多くの人が訪れ、何度も訪れたくなる横浜を実現します。山下ふ頭の建造物や空間、それらにより形成される景

観は、いたずらに刺激的なものではなく、機能性と普遍的な美しさを兼ね備え、長期的にその価値を持ち続けるものを目指

します。また、山下ふ頭の開発は短期間に一体的に行われますが、一過性のものではなく、常に新たな価値を生み出す取組

を継続し、長期的に価値を持続・向上しつづけるものとしていきます。

機能がデザインと一体となっている事例：長期的に価値を認められている地区の事例：

⇒コラム⑨参照

横浜のインナーハーバーを象徴する玄関口として、山下ふ頭と
みなとみらい中央地区、両地区の建築群によるゲート性の創出
は重要な都市景観の一面となります。

みなとみらい中央地区の建築群と同様の意匠・形態・リズムを
持つ必要はありませんが、ゲートの両端を担う共存すべき存在
として、関係性には配慮が求められます。

⇒コラム⑥参照
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⇒横浜市景観ビジョン

実践ガイド 参照

（P.8）地域の「らしさ」を
守り、いかし、つくる、景
観づくり（北仲通北地区再
開発）

(２) コンセプトを具現化するためのアイデア



アイデア④ 成長する緑や、季節感の演出、経年的に変化する材料など、長期的に熟成していく仕
組みをデザインに入れ込む

時を経てよりよくなるデザインの事例：

アイデア⑤ 長期的に価値を持続、向上し続けることで、常に多くの人を惹きつける

長期的に投資が行われ、その価値を持続する都市の事例：

⇒コラム⑩参照

⇒コラム⑪参照
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アイデア⑥ インナーハーバー内での位置づけを意識した計画のあり方を模索する

アイデア⑧ 山下公園と連続した豊かな緑や歩行者空間、閑静な住宅地である山手地区との接し方
に考慮する

アイデア⑦ 群景としてのアイデアを発明する。特に視点場からの眺望や景観に配慮した建築群を
つくる。

コンセプト２ インナーハーバーの一員として、横浜の都市づくりの新たな１ページをつくる

インナーハーバーでは、関内地区や山手地区、みなとみらい２１地区など、各地区、各時代の景観的特徴を維持・創出して

きました。これらの地区が、景観的な個性の発揮と調和のバランスをとりながらリング状につながっているのが、インナー

ハーバーの大きな特徴となっています。山下ふ頭に生み出される景観は、インナーハーバーに加わる新たな都市づくりの１

ページとして、地域全体の景観と調和しつつ、同時に、山下ふ頭が個性を発揮し、対比するこれまでの街並みをひきたてる

ことで、都心臨海部の魅力を形成します。

⇒コラム⑬参照

⇒P.9「5つの視点場」参照

各視点場のアイレベルからの見え方にそれぞれ注意・配慮し、各視点場に
おいて横浜の既存の景観資源と自身の景観をどのように融合させるか、ど
のようなストーリーをもった見せ方とするか、入念な検討が必要です。

また、各種検討に視点場からのチェックは有効ですが、それにとどまらず、
最終的には歩きながら変化するシークエンスを意識し、見る角度によって
多様に変化する景観を計画することが求められます。

既存の市街地に一部が隣接する山下ふ
頭の開発では、その周辺地区で行われ
てきたまちづくりの経緯や眺望、景観
に対して十分に配慮した計画でなけれ
ばなりません。具体的にはバッファー
をとることによるボリューム感の軽減、
日影や風の道など、周辺環境への影響
を考慮した建築計画とする必要があり
ます。

⇒コラム①参照
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⇒コラム⑫参照



アイデア⑪ 夜景演出は、周辺とのバランスを心がけ、既成市街地からの見え方に十分に配慮して、
都心部臨海部全体で世界に誇る横浜夜景を演出する

アイデア⑨ 高層になる建築は、板状／塔状など、その形状による利点・欠点をよく認識し、注意
深く計画・配置する

アイデア⑩ 周辺エリアと連携する新たな交通として、スローモビリティや東京湾やインナーハー
バーの各エリアへの水上交通などを検討する

例）

• 大胆な動きのある形態や、角度によって違
う景観がつくりやすい

• 一定方向の視界を妨げることに注意が必要

• 足元空間の環境により配慮が必要

• 通景や風の通り道がつくりやすい

• 日影や通風など、足元空間の環境をコン
トロールしやすい

• 他の低層建物との建築群としての統一感
に配慮が必要

【板状の建築物の特徴】 【塔状の建築物の特徴】

⇒コラム⑭参照
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アイデア⑫ オープンスペースや眺望スペース、既存市街地を意識した新たな視点場を複数設け、い
つでもだれでも楽しめる既存の横浜の景観を楽しむ機会の増加

＜都心臨海部の景観資源の例＞

コンセプト３ 山下ふ頭だからできる景観体験の創造

山下ふ頭は、一体開発により広大な土地を一貫性のあるトータルデザインできることに大きな特徴と可能性があります。エ

リアを回遊しながら体験する景観は、多様なストーリー性があるものでなくてはなりません。既存の都市構造の枠組みにと

らわれない、横浜の景観を楽しむ新たな視点場、多様な水域を活用したアクティビティなど多彩な体験の場の創出が可能で

す。ここに生まれる施設によって提供される横浜の新しい見え方、切り取り方は既存の横浜の景観的価値を更に向上するだ

けでなく、山下ふ頭自体にこれまでにない体験をもたらします。

アイデア⑬ 山下ふ頭に生まれる視点場等からの横浜の景観は、新しい見え方や効果的な切り取り方
により、景観的価値が更に向上するだけでなく、山下ふ頭自体にこれまでにない体験を
もたらす
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アイデア⑭ 高層部に、誰でもアクセスできる展望スペースのような、公共的空間を設ける



アイデア⑯ 建築物による長大感や圧迫感の軽減、プロムナードや広場などのオープンスペースが快
適な空間となるよう、複層的にボリュームのあり方や魅せ方を考える。

アイデア⑲ リゾートとして、きめ細かく、細部・質感にこだわりのある、ラグジュアリーなデザイン

アイデア⑰ 多様なアクティビティの舞台となる、大小様々な大きさ・性格の広場・空間を設ける

アイデア⑱ カジノが必要以上に存在感を顕示しない工夫

アイデア⑳ リゾートとして周辺地区とは異なるコンセプトを導入することで、市民に開かれたオー
プンスペースや店舗、ＭＩＣＥ施設等の業務空間、更には非日常的なリゾート空間が混
在しながら一体的に楽しめる回遊性を生み出し、ここでしかできない体験・多様な体験
を創造する。
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アイデア⑮ 大きく３つの異なるタイプの水域の特徴を生かし、水辺のアクティビティを積極的に提
案することで、親水性の高い空間を創出する



アイデア㉑ 港やふ頭の痕跡や要素を、新しいものに転用・活用等することで、都市の記憶を残す。

元町中華街駅のデザイン

開港当時の歴史のガイドブッ
クというコンセプトで、ホー
ムの壁面や天井には街並み、
コンコースには等身大の人物
や道具等がプリントされてい
ます。

氷川丸と白灯台

「氷川丸」は、昭和５年（１９３０）に完成し、北太平洋航路で長ら
く運航されました。太平洋戦争では病院船として運用され、戦後は昭
和３５年（１９６０）まで運航を続け、運航終了後は山下公園前に係
留されました。戦前より唯一現存する日本の貨客船であり、船内のイ
ンテリアなども含めて貴重な産業遺産であるため、平成１５年（２０
０３）に市の有形文化財の指定、平成１９年（２００７）には経済産
業省の近代化産業遺産として認定、さらに平成２８年（２０１６）に
は国の重要文化財（歴史資料）に指定されました。

「白灯台」は、山下ふ頭ができる以前の明治２９年（１８９６）、東
水堤の先端に設置されました。灯台としての役目を終えた昭和３８年
（１９６３）に、現在の場所に移設しました。なお、白灯台と同時に
建造された北水提の「赤灯台」は今も現役です。

赤レンガ倉庫の改修の際、壁に使われていた材料を活用した
サイン

赤レンガ倉庫の改修の際、壁に使われていた材料を、開港の道の案
内サインとして活用した事例。レンガの目地を美しく見せるために、
壁を斜めに抜きとるなどの工夫を行っています。
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アイデア㉒ ＳＤＧｓ未来都市、観光・ＭＩＣＥ都市、文化芸術創造都市、イノベーション都市・横
浜、ガーデンシティ横浜といった、横浜の政策を表現する新しい建築デザインによっ
て、横浜の未来をシンボリックに可視化する。

コンセプト４ 世界に”横浜を魅せる”これからの都市デザイン

都市・建築のデザインは、機能や人々の活動と切り離して考えることはできません。横浜市では、ＳＤＧｓ未来都市、観

光・ＭＩＣＥ都市、文化芸術創造都市、イノベーション都市・横浜、ガーデンシティ横浜といった、未来のための政策やプ

ロジェクトを進め、また、様々な主体により様々な活動を行っています。山下ふ頭ではこれからの横浜を代表する景観とし

て、これらの施策・活動と方向性を共にして、それを象徴的に体現するものであることが求められます。象徴的な“魅せる”

環境配慮や、横浜に集積するクリエイティビティの発露など、横浜のショーケースとしての独自性ある景観づくりや市民生

活を豊かにするための、これまでに無い新たなウォーターフロントでの体験を享受すること等が更に進化した「横浜らし

さ」につながります。

アイデア㉓ 建築と一体となった緑化や、環境配慮に特化した超高層、デジタルシティやZEB、エネ
ルギーポジティブな開発など、これからの建築にふさわしい新しい技術に挑戦する

アイデア㉔ 人を中心としつつ、モビリティと人が共存できる快適な移動空間が構築された、新し
い都市に挑戦する。
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例）



アイデア㉗ これまでに無い、時代のニーズに則した新たな活動を含む様々な活動を、その舞台と
なる様々な種類の公共的空間により、魅せる

アイデア㉕ 港機能の美しさなどを活用し、港の機能転換として、世界に誇ることのできる事例とな
ることを目指す

アイデア㉖ 水辺にあることを最大限に生かし、様々な活動や賑わいを他の都心臨海部とリンクする

アイデア㉘ DMO等との連携により、観光・送客機能を拡充し、都心臨海部を活性化

近年、ホテルのサービスの一環として、宿泊者に周辺の観光案内だけで
なく、グルメやお酒・カルチャーなどをテーマにした、より街を楽しめ
るサービスなど、新しい魅力体験のツールも生まれています。また、
DMO※等との連携を図ることで、観光情報の収集や発信、各地へのツ
アーの企画を行う仕組み・体制を構築する可能性も考えられます。

『横浜ＩＲ』と山下ふ頭周辺の都心臨海部の各機能が有機的に融合し、
それぞれの役割をしっかり果たし相乗効果を最大限発揮していくことで、
世界が注目し、横浜が目的地となる都市へとイノベーションします。

※ Destination Management/Marketing Organizationの略
地域の多様な関係者を巻き込みつつ、データ等に基づく科学的アプ
ローチを取り入れた 観光地域づくりを行う舵取り役となる法人です。
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コラム集

■コラム⑨：機能性、普遍性と結びついた意味のあるデザイン

機能がデザインと一体となっている事例：

代々木体育館（丹下健三）／ CCTV（レム・クールハース）

代々木体育館では、機能として必要な無柱空間と、それを実現する吊り構造を

直接的に見せることが、そのまま美しい建築の表現にもなっています。CCTVで

はその異形とも言える高層建築を支える外骨格のトラスの密度が、必要となる

応力によって決定され、そのまま建築としての表現にもなっています。

■コラム⑩：長期的に熟成していく仕組みをデザインに盛り込む

時を経てより良くなるデザインの事例：

山下公園通のイチョウ並木／シーグラムビル（ミース・ファン・デル・ローエ）

元々は関東大震災後に防火帯として、山下公園通りだけでなく日本各地に植えられ

たイチョウ並木。現在では大きく育ち、紅葉の時期には、多くの人の目を楽しませ

る魅力的な資源となっています。

レンガやスクラッチタイルなど、横浜を代表する建材は、経年変化によってより深

みを増すことで都市の魅力に寄与しています。一方、鉄とガラスといった経年変化

のない材料でも、その当時の最先端であった建材の組合せが、デザインと相まって

普遍性の獲得に至ることもあります。ミース・ファン・デル・ローエのシーグラム

ビルは、その最たる例の一つです。

■コラム⑪：長期的に価値を持続、向上し続けることで、常に多くの人を惹きつける。

長期的に投資が行われ、その価値を持続する都市の事例：ニューヨーク

ニューヨークの高層ビルや美術館といった建築や公園からなるシティスケープは、各

時代ごとに常にその時代を表すような技術やデザインが施され、ニューヨークの価値

を持続、向上してきました。また、その時代の積層はニューヨークの懐の深さを表し、

多くの人を今もなお、惹きつけてやみません。

また、ニューヨークに新しいランドマークをデザインすることは特別な意味を持ち、

建築家もそのデザインによって、競演を繰り広げています。山下の開発においても、

当初から魅力的な開発を目指すことはもとより、長期的にその価値を維持／向上する

工夫も必要となります。
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■コラム⑫：山下公園と連続した豊かな緑や歩行者空間

山下公園通りのまちづくり：

山下公園通りは、かつて居留地エリアの海岸線につくられたため、当時は

Bund＝海岸通りと呼ばれ、現在のシルクセンターにあった英一番館をはじめ、

ホテルや外国商館の建ち並ぶメインストリートでした。関東大震災により壊滅

的なダメージを受けた後、震災のがれきを埋め立ててつくったのが山下公園で

あり、復興のシンボルとしてのホテルニューグランドや、イチョウ並木もこの

時期につくられたものです。現在でも多くのホテルや、県民ホール、マリンタ

ワーといった市民に愛される施設が立ち並んでいます。

現在の山下公園通りは、港を望む山下公園、イチョウ並木、歴史的建造物と

いった景観資源を生かし、長く地元によるまちづくりが進められてきたエリア

です。セットバックによる歩行者空間の拡幅や敷地内広場の設置、独自の建築

ルールによる山下公園への日照の確保、駐車場出入口の位置の制限、海に向か

う道路の通景空間づくりや、海から眺めた時に景観阻害となる広告を制限する

など、港の玄関口、横浜の顔としての自負を持ち、それにふさわしい街並みが

形成されてきました。

■コラム⑬：インナーハーバー内での位置づけを意識した計画のあり方（対比と調和）

対比と調和の事例：

ルイス・カーンのキンベル美術館とレンゾ・ピアノの新館、安藤忠雄のフォー

トワース美術館

キンベル美術館はルイス・カーンの傑作ですが、その新館の建設にあたりレン

ゾ・ピアノは旧館に敬意を払い、軸や中心線、反復する架構、自然光の取り入

れなどの主題を揃えつつ、現代的で透明感があり、軽やかな建築を並列しまし

た。すぐ近くにある安藤忠雄によるフォートワースも規模の違いこそあれ、ル

イス・カーンのキンベル美術館へのオマージュとなっています。

イリノイ大学のミース・ファン・デル・ローエとクールハースの競演

一方、同じイリノイ大学の敷地内にあるミース・ファン・デル・ローエのクラ

ウンホールとレム・クールハースのスチューデントセンターではより対比が強

調されており、端正なモダニズムの傑作であるクラウンホールに対し、ス

チューデントセンターはインフォーマルで、複雑な動線、様々な素材や色彩が

用いられています。レム・クールハースの個性が存分に現れていて、下の句と

して野心的、挑戦的ではありますが、それでも十分にミース・ファン・デル・

ローエへのリスペクトが見て取れます。

以上の例は建築ですが、都市レベルでのあり方の参考例ともなり得ます。ス

チューデントセンター同様に、山下でみなとみらいのスカイラインをそのまま

踏襲する必要はありませんが、インナーハーバー内の後発の開発として、スカ

イラインに勝るとも劣らない都市のあり方、インナーハーバー全体としての見

せ方にアイデアが求められます。
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■コラム⑭：夜景演出

夜間景観の演出：

横浜の夜景演出は歴史的建造物を顕在化するためのライトアップに端を発して

いるため、エリアによっては歴史的建造物以外の演出照明を抑えるライトダウ

ンなど、街全体でのバランス調整も行ってきた一方、横浜ベイブリッジやみな

とみらい21地区のスカイライン強調、象の鼻パークなど、都市のシンボルとな

るような演出照明にも積極的に取り組んできました。昨今ではナイトタイムエ

コノミーの促進や他都市との競争といった観点から、リヨンのプランリュミ

エール、ビビッドシドニーなどの事例も参照して、ライトアップやイルミネー

ションによって横浜のクリエイティビティを世界に発信して行く取組みも始め

ています。

80年代に夜間景観の演出をいち早く取り入れた横浜ですが、技術革新の著しい

分野でもあることから、ソフト・ハードを連携させて特別な時間を演出する

「NIGHT SYNC YOKOHAMA」といった実践的なテストを行いながら、これまでの

取組みをベースにした落ち着いた雰囲気のまちづくりとも調和しつつも、これ

からの横浜にふさわしい、新しい夜間景観を考える時期を迎えています。
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横浜駅
周辺地区

みなとみらい
21地区

関内・関外地区

東神奈川
臨海部周辺地区

横浜IR
（山下ふ頭）

イメージ図

横浜IRの方向性
概要 版

（統合型リゾート）

横浜イノベーションIR
“ 横浜を世界から選ばれるデスティネーション（目的地）へ ”

基本
コンセプト

横浜のさらなる飛躍と
将来にわたる市民の豊かな暮らしのために

※ 都心臨海部：「横浜市都心臨海
部再生マスタープラン」 に位置づけ
られた横浜駅周辺地区、みなとみら
い21地区、関内･関外地区、山下
ふ頭周辺地区、東神奈川臨海部
周辺地区を含む地区の総称です。

令和２年３月６日（金）～ ４月６日（月）

皆 様 の 御 意 見 を 募 集 し ま す
パブリックコメント募集期間

（当日消印有効）

1859年の開港を機に、海外諸国との交易の中心となった横浜は、世界中から集まる
人・モノ・情報・文化であふれ、文明開化の名の元に、近代日本の成長をけん引する
国際的な港湾都市として、目覚ましい発展を遂げてきました。
その後の震災や戦災、東京一極集中の人口急増など横浜の5重苦と言われた困難な状
況においても、個性ある自立都市を目指す熱意と気概を持ち、六大事業に着手し、み
なとみらい21地区をはじめとする事業を着実に進め、人口374万人、最大の基礎自治
体として、日本有数の経済都市に成長してきました。
今後、横浜においても人口減少、超高齢社会等、様々な社会経済情勢の変化が見込
まれます。そうした中でも、市民が生き生きと暮らし、魅力と活力あふれる都市であ
り続けるため、横浜は今ある「横浜らしさ」に誇りを持ちながら、新しい文化を迎え
入れ、将来を見据えた新たな「横浜らしさ」の創造に向けてチャレンジする必要があ
ります。
現在、横浜は開港からの異国情緒の残る山下公園、元町、中華街や、若者に人気の
みなとみらい２１地区など、日本有数の観光地として多くの人で賑わっています。ま
た、パシフィコ横浜では、多くの国際会議などが開かれ、「グローバルMICE都市」と
しての地位を築いてきました。

基本コンセプトを
実現する方向性

オール横浜で
観光・経済に
イノベーションを

安全・安心対策の
横浜モデルの構築

都心臨海部との
融合

世界最高水準の
IRを実現

方向性 1

方向性 2

方向性 3

方向性 4

基本
コンセプト

横浜ＩＲの方向性 4

安全・安心対策の
横浜モデルの構築

治安対策などの懸念事項への取組
【治安対策】
► 警察との連携
► 区域内外の防犯カメラ設置
► 警備スタッフの配置・巡回
【反社会的勢力の関与への対策】
► 徹底的な調査による排除
► カジノ入場規制
【青少年への悪影響対策】
► マイナンバーカードによる入場規制・夜間巡

回の実施
【マネーローンダリング（犯罪資金洗浄）対策】
► 一定額以上を換金した際の届出
► カジノのチップ持ち出し、譲渡禁止
► 顧客の本人確認の徹底

横浜市の依存症対策への取組
これまで国が示す依存症対策総合支援事業やアルコール健康障害
対策基本法、ギャンブル等依存症対策基本法等に基づき事業を進
めていますが、さらに、横浜市では依存症の方を増やさないように次の
４つの対策を徹底して進めていきます。

【市の総合的な依存症対策】
① 依存症への総合的な取組
② 予防教育の実施（高校保健体育での啓発など）
③ 事業者や研究･専門機関との研究
④ 調査による実態把握（令和元年度3,000人対象）

【 IR整備法関連】
► 日本人等への7日間で3回迄、28日間で10回迄の入場制限
► 広告･勧誘の制限やカジノ内ＡＴＭ設置禁止など施設内制限
► 本人・家族の申告による入場制限
► 日本人等への24時間毎に6,000円の入場料

【事業者独自の依存症対策】
► 顔認証やAI等による入場制限・モニタリング
► 訓練された従業員の巡回、声掛け

市民説明とスケジュール ※ 下表は2020年3月時点の見込みです

ＩＲに関する説明や広報
► 様々な機会をとらえ、IRに関する情報を市民の方々へ発信します。
► 世代や生活環境など、それぞれのステージ、関心や問題意識に応じて広報します。

印刷・発行 横浜市都市整備局ＩＲ推進課
〒231-0017 横浜市中区港町１丁目１番地 TEL 045-671-4135 FAX 045-664-3356
ホームページ https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/seisaku/torikumi/IR/

＜令和２年３月＞

市民説明会
（令和2年度以降）

シンポジウム開催
「広報よこはま」などを
通じた幅広い広報

（素案）

みなとみらい２１地区

異人商館での交流
(C) Photo by Hideo MORI

『横浜IR 』では、世界水準のMICE施設、ホテル、エンターテイメントや最先端のテク
ノロジー(技術)を駆使した未来の街を、これまで築き上げてきた都心臨海部※の街の魅力
や資源と一体的に整備し、融合していくことで、相乗効果を最大限に発揮するとともに、
新たな魅力・資源をハイブリッド (混成)に創造し、

横浜の観光･経済にイノベーション(革新) をもたらしていきます。

そして、横浜都心臨海部がこれからも、横浜市民の憩いの場であるとともに、
世界各国の人々が、日本に行ってみよう！日本に行くなら横浜に行ってみよう！

そう思ってもらえる “ 横浜イノベーションＩＲ ” を目指していきます。

別 紙 １

【案 】



横浜ＩＲの方向性 1

世界最高水準の
I Rを実現

► 世界最高水準のＩＲとして、ビジネスからレジャーまで、大人から子どもまで、
外国人でも日本人でも、幅広い客層が楽しめる非日常的で印象的な空間
を有する都市型リゾートを実現し、
世界の人々が日本に行ってみよう！日本に行くなら横浜に行ってみよう！
と思われる世界最高水準のＩＲを実現します。

► 周辺地域との一体的な観光振興により、“ 横浜ＩＲ ” から市内・県内は
もとより日本各地の魅力を発信し、送客することができる
日本のゲートウェイ(玄関口)を目指します。

我が国において、これまでに
ないような国際的な会議や
世界規模の産業見本市等
を展開。新たなビジネスの起
爆剤として、経済・観光にイ
ノベーション(革新)を創出。

多彩なホテル群

送客施設

日本の伝統、文化、芸術、最先端
技術、四季折々の自然等の様々
な魅力をかつてないクオリティで発
信。世界中の観光客を惹きつけ、リ
ピーターを確保することができる国
際的に最高水準のエンターテイメン
ト性のある公演、展示等で提供す
るとともに、これを通じてまた、アニメ
やゲームなど日本の魅力を体験し
てもらう機会を創出。

カジノ
東日本をはじめとした日本各
地の観光名所にインバウンド
を送り出す日本の拠点・ゲー
トウェイ(玄関口)として、また世
界と国内各地をつなぐ交流の
ハブとして、国内各地の魅力
をショーケースとして紹介。各
交通機関を結ぶバスや、ワー
ルドクラスのクルーズポートを
生かした「ターミナル機能」を
備える。

民設・民営一体的な整備･運営
国際競争力のある広さ、設
備、サービスなど、ビジネス客
やファミリー、富裕層など来訪
者の宿泊需要に適切に対
応できる規模・クオリティを有
する。5つ星ホテルのほかファ
ミリー層も宿泊できる複数の
ホテルを備える。

ＭＩＣＥ
（国際会議場・展示場）

魅力増進施設レストラン・
ショッピングモール

エンターテイメント
施設

IR関連法令等に則した
施設とし、ファミリー層等
の主動線とは分離された
適切な配置計画やデザ
インとする。

► 将来にわたり市民の方々の豊かな暮らしを維持していくため
に、戦略的な企業誘致、市内中小企業振興、商店街活
性化、ＳＤＧｓ、災害に強い都市づくりなど、様々な事業
に取り組んでいます。これらの施策の一つがＩＲです。

横浜IR 実現への取組の背景

（１）現状と課題
► 本市は、人口減少社会への転換期を迎え、超高齢

社会が進展し、生産年齢人口の減少や老年人口の
増加による消費や税収の減少など、経済活力の低
下や厳しい財政状況が見込まれています。

（２）横浜観光MICEの現状
► 訪日外国人の延べ宿泊者数の伸び率は、全国平均

で2.4倍、東京都は2.0倍に対し、本市は、1.7倍に
留まっています。

► 横浜市は過去5年間の平均で、約8割以上が日帰
り観光客であり、宿泊客が少ない状況です。

（３）将来を見据えた横浜市の取組

横浜ＩＲの方向性 3

オール横浜で
観光・経済に

イノベーションを！

► 世界最高水準のスケールとクオリティを有する『横浜IR』 と、これまでつくり上げてき
た都市としての魅力や資源を融合し、世界の観光・MICE都市、文化芸術創造
都市としての横浜の新たな魅力や資源を創造するととともに、その相乗効果により、

横浜の観光・経済に イノベーション（革新）をもたらしていきます。
► また、その効果を都心臨海部はもとより、横浜市域全体、さらには日本各地に拡げ

ていきます。

2 IR利用者が市内・県内を周遊
コンシェルジュが観光、体験、買い物をコーディネート

3 周辺地域の既存の魅力や資源を磨き上げ
相乗効果によって賑わいＵＰ

4 長期滞在によって観光消費額ＵＰ

5 広がる経済効果
ビジネスチャンス拡大、新産業創出、雇用機会の増等

6 観光客の満足度向上に向けた再投資
施設、サービス

7 魅力向上によるさらなる観光客増
リピーターの増

拡
が
り
循
環
す
る
効
果

1 観光客増・MICE参加者増（宿泊者増）

IR の効果が
郊外部を含む
市全体に波及
スポーツ観戦・体験

野球、サッカー等

日産
スタジアム

ショッピング・食事
商業施設・商店街等

元町 中華街

市内宿泊
ホテル・旅館等

ホテル（みなとみらい21地区）

国際会議・
展示会への参加

国際会議 展示会

八景島

観光
日本庭園、博物館、

クルーズ等

エンターテイメント
体験

アート、コンサート、
伝統芸能等

能

宿泊事業者

観光事業者

交通事業者

MICE事業者

関連事業者
（印刷・イベント運営等）

横浜 I R
統合型リゾート施設

横浜市
MICE開催支援策、
政府系会議誘致

横浜 観光
コンベンションビューロー

誘致・マーケティング

パシフィコ横浜
観光振興・
経済活性化の
起爆剤

オール横浜での観光MICE推進体制

世界中から観光客・会議参加者等を誘客

「美しい港の景観形成構想」「横浜市都心臨海部再生マスタープラン」より作成

横浜ＩＲの方向性 2

都心臨海部との融合

山手地区

“ 横浜ＩＲ ” を都心臨海部と一体的に整備し、融合

環境、防災、最先端技術を駆使したスマートシティ、
ユニバーサルデザインなど ” 未来の街のショーケース ”

21世紀を象徴するような新しい横浜の都市
デザイン・景観形成

まちづくりのコンセプト

1

3

2
► 最先端のテクノロジー(技術)を駆使した新しい街のモデル『横浜Ｉ

Ｒ』を、これらの都心臨海部の既存の街の魅力や資源と一体的
に整備し、融合していきます。

► 21世紀の日本における新たな開港の地として世界各国の人々を
迎え入れ、もてなす、世界から選ばれるデスティネーション(目的地)
に相応しい魅力的な都市づくりを進めます。

施設整備
の視点

豊かで
安全・安心な
暮らしを維持

災害に強い都市づくり

市内中小企業振興

ガーデンシティ横浜

特別自治市制度

クルーズポート ＳＤＧ s 未来都市

戦略的な企業誘致

商店街の活性化

ＩＲ
（統合型リゾート）

観光・MICE都市

防災

環境

スマート
シティ
ユニバーサル
デザイン

SDGs

横浜の観光・経済にイノベーション
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